
令和７年度  全柔連公認柔道指導者Ｃ指導員養成講習会要項 

 

１ 主催   公益財団法人全日本柔道連盟 

２ 主管   神奈川県柔道連盟 

３ 目的   柔道の安全指導の徹底、指導者の資質および指導力の向上、柔道全体の社会的信用と地位の 

確立のために公認柔道指導者の養成を図る。 

４ 【Ｃ指導員養成講習会】   

（１）実技 ９月28日（日）慶応義塾高等学校 柔道場、2A教室 

   ①09:00～10:00「基本的指導Ⅰ」柔道の特性を生かした運動遊び 

   ②10:00～11:00「基本的指導Ⅰ」柔道用語の理解と基本動作の指導 

   ③11::00～12:00「基本的指導Ⅰ」投げ技と固め技の基本的指導方法 

   ④13:00～14:00「トレーニングⅠ」トレーニングの基本 

   ⑤14:00～15:00「救急処置Ⅰ」救急処置法の概要 

   ⑥15:00～16:00「審判法」審判規程と審判法 

（２）検定試験 ９月28日（日）16:00～17:00慶応義塾高等学校 2A教室 

◎実技①～⑥及びメディア講義①～⑥を受講していることが検定試験を受ける条件です。 

◎問題は、実技及びメディア講義の内容から論述問題が出題されます。  

（３）種目の特性に応じた基礎理論（メディア講義） 

メディア講義 ８月28日（木）～９月27日（土） 受講者自宅等 

①「柔道論Ⅰ」柔道の本義  

②「安全管理・指導Ⅰ」柔道の安全管理・安全指導の基本 

③「安全管理・指導Ⅰ」柔道の安全管理・安全指導の基本 

④「指導者の倫理Ⅰ」柔道指導者の心構え（暴力行為等の根絶，礼節の社会的意義） 

⑤「柔道の科学Ⅰ」発育発達段階に応じた柔道指導 

⑥「柔道の科学Ⅰ」発育発達段階に応じた柔道指導 

※ワークは、検定試験を実施しますので、提出する必要はありません。 

（４）課題レポート 

  ◎後日配付の「公認C指導員資格講習の課題レポート」の4課題（1課題につき800字程度）を 

作成し、９月28日（日）の検定試験会場で提出してください。 

５ 認定条件 

◎全ての実技及びメディア講義を受講すること。 

◎検定試験において合格点を獲得すること。 

◎課題レポートを検定試験会場で提出し、合格点を獲得すること。 

６ 受講条件及び募集人数 

◎全日本柔道連盟の2025年度個人登録をしている者で、次の条件のいずれか満たしている者。 

①18 歳以上、かつ,２段以上の者。  

②初段以下であるが、教員免許状を保有しており、申込時に写し等をアップロードしている者。 

※申込時に、条件を満たしていない場合は受講することができません。 

 ◎50人以内。 

７ 申込み 

◎全柔連HPから受講者それぞれが申込みをしてください。  

◎講習会番号：E1002254 

◎申込画面URL：https://judo-member.jp/member/workshop-applying/2408/detail  

◎申込み画面QRコード 

 
◎締切りを令和７年８月27日（水）とします。 

https://judo-member.jp/member/workshop-applying/2408/detail


８ 費用等 

◎【Ｃ指導員養成講習会】資格審査受験料4,000円を検定試験当日に、現金で納付してください。 

９ 実技及び検定試験当日の受講に際して 

◎当日朝に、検温と健康観察を行ってください。体調が悪い場合は、参加をご遠慮ください。 

◎柔道衣、筆記用具、課題レポート、全柔連会員登録証、弁当等をご持参ください。 

                                       

問合せ先  

指導者養成委員会  

國吉 真登茂  

℡ 080-5057-9244 

 

◎受講者用の駐車場はありません。公共交通機関でおいでください。 

慶応義塾高等学校 学校施設  神奈川県横浜市港北区日吉4-1-2  

会場：⓬柔道場、❶高校校舎（第一校舎）1階２Ａ教室 

 

 


